
中
央
メ
ー
デ
ー
が
代
々
木
公
園
で

開
催
さ
れ
、
３
万
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
１
６
人
が
参
加
し
、
中
央
舞
台

で
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
連
帯
あ
い

さ
つ
、
各
界
の
決
意
表
明
な
ど
に
耳

を
傾
け
た
り
、
参
加
者
間
で
懇
談
を

行
っ
た
り
と
、
メ
ー
デ
ー
を
ゆ
っ
く

り
と
楽
し
み
ま
し
た
。
都
内
３
コ
ー

ス
の
デ
モ
行
進
で
は
、
新
宿
コ
ー
ス

（
３
・
２
ｋ
ｍ
）
の
隊
列
に
加
わ
り
、

横
断
幕
「
Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
労
働
局
の
助
言
・

指
導
に
従
い
、
契
約
社
員
を
職
場
に

戻
せ
！
」
を
掲
げ
て
行
進
し
ま
し
た
。

終
盤
に
激
し
い
雷
雨
に
襲
わ
れ
、
の

ぼ
り
旗
を
お
ろ
し
て
の
行
進
に
な
り

ま
し
た
が
、
無
事
に
終
点
ま
で
歩
き

ま
し
た
。
デ
モ
行
進
の
終
了
後
、
居

酒
屋
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

横
浜
メ
ー

デ

ー

会

場

は

２

５

０

０

人

で

、

電

機

か

ら

は

３

職

場

４

人

が

参

加

し

、

１

分
間
ス
ピ
ー

チ

で

は

、

田
中
さ
ん
が
日
立
リ
ス
ト
ラ
か
な
が

わ
対
策
会
議
の
闘
争
報
告
を
し
ま
し

た
。
予
め
、
会
場
前
で
リ
ス
ト
ラ
会

議
ビ
ラ
２
０
号
を
３
人
で
３
５
０
枚

配
布
し
ま
し
た
。

愛
知
中
央
メ
ー
デ
ー
は
２
８
０
０

人
参
加
し
、
電
機
か
ら
は
７
職
場

人
で
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
参
加
が
お

二
人
、
懐
か
し
く
、
愛
知
電
機
懇
の

仲
間
は
健
在
！
と
、
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。
メ
ー
デ
ー
後
、
１
５
名
の

参
加
で
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
愛
知

支
部
新
組

合
員
の
歓

迎
会
を
行

い
ま
し
た
。

次
か
ら
次

に
出
て
く

る
魚
介
料

理
に
舌
鼓

を
打
ち
な

が
ら
、
自

己
紹
介
。
と
て
も
良
い
交
流
が
で
き

ま
し
た
。

茨
城
県
中
央
メ
ー
デ
ー
集
会
は
水
戸

市
の
千
波
公
園
で
約
１
０
０
人
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
立
懇
、
電
機
・

情
報
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
７
職
場
か
ら
８
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
主
催
者
代
表
が
「
共
謀

罪
」
の
廃
案
に
全
力
を
あ
げ
よ
う
。
労
働

者

の
要

求

実

現

の
た

め
に

奮

闘

し
よ
う

と

挨

拶

し
ま

し
た
。
来
賓

挨

拶

に
続

い
て
各
団
体

が

要

求

ア

ピ
ー
ル
を
行
い
、
メ
ー
デ
ー
宣
言
を
採
択

し
ま
し
た
。
集
会
で
は
、
「
共
謀
罪
」
の
学

習
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

連
合
茨
城
日
立
地
区
メ
ー
デ
ー
が

４
月

日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
、
日

立
懇
は
メ
ー
デ
ー
会
場
で
日
立
懇
全

社
ビ
ラ
を
４
名
の
参
加
で
持
参
し
た

４
０
０
枚
全
て
を
配
布
し
ま
し
た
。

奈
良
メ
ー

デ
ー
の
参

加
人
数
は

１
０
０
０

人
で
、
電

機
か
ら
は

１
職
場
６

名
で
し
た
。

一
年
ぶ
り

の
仲
間
に

も
会
え
、

行
進
が
終

わ
っ
た
後
、
北
朝
鮮
問
題
な
ど
政
治

や
日
常
の
話
に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら

の
ラ
ン
チ
を
行
な
う
な
ど
有
意
義
な

一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
ま
で
参
加
す
る
の
に
「
旗
」
が
な

い
と
締
ま
ら
な
い
の
で
赤
い
布
に
手

作
り
で
「
電
機
懇
」
と
書
い
た
も
の

か
ら
大
阪
支
部
に
あ
っ
た
古
い
関
西

地
本
の
ノ
ボ
リ
を
掲
げ
て
参
加
し
ま

し
た
。

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）



５
月
１
日
（
月
）
第
８
８
回
三

多
摩
メ
ー
デ
ー
は
、
立
川
市
の
多

摩
川
緑
地
野
球
場
で
開
か
れ
２
７

０
０
人
が
参
加
し
、
１
０
時
に
開

催
さ
れ
、
電
機
の
仲
間
達
は
各
地

区
労
連
の
隊
列
に
参
加
し
「
８
時

間
労
働
制
を
実
現
さ
せ
よ
う
」

「
共
謀
罪
法
案
を
廃
棄
さ
せ
よ
う
」

な
ど
と
コ
ー
ル
し
な
が
ら
立
川
市

内
を
行
進
し
ま
し
た
。
電
機
・
情

報
ユ
ニ
オ
ン
と
東
京
電
機
懇
な
ど

９
職
場
か
ら
２
１
人
が
参
加
し
、

終
了
直
前
に
会
場
内
で
写
真
を
撮

り
ま
し
た
。
（
撮
影
に
間
に
合
わ

な
い
参
加
者
も
あ
り
ま
し
た
）

埼
玉
県
朝
霞
市
の
中
央
公
園
で
開

か
れ
た
北
足
立
南
部
地
域
メ
ー
デ
ー

の
集
会
に
埼
玉
電
機
懇
の
旗
を
掲
げ

２
名
で
参
加
し
ま
し
た
。
実
行
委
員
会

の
受
付
で
参
加
費
金
５
０
０
円
也
を
支

払
っ
て
会
場
へ
。
参
加
者
は
２
５
０
人
ほ

ど
で
し
た
。
特
定
秘
密
保
護
法
、
戦
争

法
、
辺
野
古
、
南
ス
ー
ダ
ン
、
「
働
き
方

改
革
」
、
共
謀
罪
な
ど
な
ど
、
安
倍
内

閣
の
暴
走
政
治
に
危
機
感
を
抱
い
て
い

る
人
が
そ
れ
だ
け
多
い
の
で
し
ょ
う
。

今
年
初
め
て
参
加
し
た
民
進
党
の
県

議
が
「
党
派
を
超
え
て
安
倍
政
権
の
強

権
政
治
と
闘
う
た
め
に
こ
こ
に
来
ま

し
た
」
と
訴
え
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
働
く
も
の
の
団
結
で
生
活

と
権
利
を
守
り
、
平
和
と
民
主
主
義
、

中
立
の
日
本
を
め
ざ
そ
う
」
を
採
択

後
、
参
加
者
全
員
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
集
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

電

機

・

情

報

ユ

ニ

オ

ン

神
奈
川
支
部
、

東

芝

の

職

場

を

明

る

く

す

る

会

が

川

崎

メ

ー

デ

ー

実

行

委

員

会

に

参
加
）
東
芝
の
職
場
を
明
る
く
す
る

会
が
「
東
芝
粉
飾
・
原
発
損
失
リ
ス

ト
ラ
と
闘
う
」
決
意
表
明
。

愛
知
一
宮

メ
ー
デ
ー
参

加
者
は
主
催

者
発
表
で
２

０
０
人
で
、

電
機
懇
会
員

の
参
加
者
は

私
ひ
と
り
、

元
会
員
が
２

人
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に

一
宮
駅
周
辺
を｢
共
謀
罪
反
対｣

｢

原

発
ゼ
ロ｣

｢

残
業
ゼ
ロ｣
等
々
の
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
し
な
が
ら
デ
モ
行

進
を
し
ま
し
た
。

埼

玉
の

本
庄

・
児

玉
地
域
メ
ー

デ
ー

参
加

者
は

１
０

３
名

で
し

た
。

Ｏ
Ａ

Ｋ
（

沖
電

気
の

職
場

を
明
る
く
す
る
会
）
と
電
機
・
情
報

ユ
ニ
オ
ン
関
係
か
ら
の
参
加
者
は
８

名
で
し
た
。

大
阪
メ
ー
デ
ー
は
北
区
の
扇
町
公

園
で
午
前
９
時
か
ら
行
わ
れ
、
快
晴

の
中
４
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

扇
町
公
園
に
は
２
職
場
、
電
機
・
情

報
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
８
人
が
、
ユ
ニ
オ

ン
の
ぼ
り
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ア
ド
バ

ン
ス
ト
Ａ

Ｉ
Ｓ
の
横

断
幕
を
持
っ

て
参
加
し

ま
し
た
。

集
会
後
は

二
手
に
分

か
れ
て
デ

モ
行
進
し

ま
し
た
。


